
▼
目
に
青
葉
が
ま
ぶ
し
い
こ
の
季
節
、
寒
く

も
な
く
暑
す
ぎ
も
せ
ず
ち
ょ
う
ど
良
い
頃
合

い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
ご
存
知

の
方
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
平
成
25
年

の
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
る
と
子
ど
も
の

い
る
世
帯
の
相
対
的
貧
困
率
が
16
・
3
％（
前

回
調
査
15
・
7
％
）に
上
が
っ
て
い
る
。
子

ど
も
の
6
人
に
1
人
が
そ
の
社
会
で
あ
た
り

ま
え
と
さ
れ
る
生
活
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
▼
私
に
も

中
学
生
の
子
ど
も
が
い
る
が
、
6
人
に
1
人
と
な
る
と
単

純
に
言
え
ば
1
ク
ラ
ス
に
6
〜
7
人
く
ら
い
の
子
ど
も
が

貧
困
と
い
う
計
算
に
な
る
。
こ
れ
は
か
な
り
の
数
だ
と
思

う
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
私
の
周
り
で
貧
困
だ
と
感
じ
る
家

庭
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
▼
つ
ま
り
、
貧
困
と
い
う
の

は
周
囲
に
は
目
に
つ
き
に
く
い
。
ま
し
て
多
感
な
子
ど
も

の
こ
と
だ
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
本
当
に
心
を

開
い
た
人
に
し
か
打
ち
明
け
に
く
い
し
知
ら
れ
た
く
も
な

い
だ
ろ
う
。
親
も
生
活
を
守
る
の
に
精
一
杯
の
中
で
子
ど

も
に
対
し
て
十
分
に
心
配
り
を
し
た
り
周
囲
に
助
け
を
求

め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
に
く
い
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
▼
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぎ
誰
も
が
自
分
の
生
き
た
い
道

を
選
べ
る
社
会
に
な
る
た
め
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
教

育
現
場
で
も
課
外
の
学
習
支
援
の
充
実
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
配
置
な
ど
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
、
教
育
費
の
高
騰
化
の
問
題
な
ど
は
国
レ

ベ
ル
で
の
解
決
が
必
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も

困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
を
支
え
る
仕
組
み

や
理
解
を
身
近
な
地
域
で
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
▼
制
度
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
課
題
に
対
し
て
公
民
の

役
割
分
担
と
連
携
・
協
働
の
頃
合
い
を
図
り
な
が
ら
、
誰

も
が
あ
た
り
ま
え
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
本
会
で
も
社
会

福
祉
法
人
と
連
携
し
て
取
り
組
む
京
都
地
域
福
祉
創
生
事

業
を
通
じ
て
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
。 

（
N
K
）

●平成27年度
京都府社協事業計画・予算
●京都府保育人材マッチング支援センターの取り組みより
　～保育士確保を目指した取り組みから見えてきた課題と今後の方向性～
京都府内の保育士の確保・定着にむけて
●夢中！ 熱中！ ふくしびと

利用者さんに寄り添って
ふきのとう居宅介護支援事業所
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23

「
生
活
に
困
窮
す
る
人
の
自
立
支
援
」と

「
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
取
り
組
み
」の
一
体
的
な
推
進

■
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
生
き
づ
ら
さ

を
感
じ
て
い
る
人
々
の
自
立
と
自
己
実
現

を
支
え
ま
す

●  

生
活
困
窮
者
支
援
事
業
推
進
チ
ー
ム
に

よ
る
情
報
提
供
、
会
議
等
の
開
催

●  

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
運
用
・
連

携
●  

自
己（
意
思
）決
定
支
援
を
重
視
し
た
地

域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
推
進
・
支
援

●  

法
人
後
見
事
業
へ
の
取
り
組
み
推
進

■
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
地
域
づ
く
り
・
仲

間
づ
く
り
・
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
ま
す

●  

絆
ネ
ッ
ト
構
築
支
援
事
業
の
推
進
・
支

援
●  

介
護
保
険
・
地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行

支
援

●  

き
ょ
う
と
地
域
福
祉
活
動
実
践
交
流
会

（
市
町
村
社
協
連
合
会
と
共
催
）

●  

社
会
的
包
摂
を
め
ざ
す
福
祉
教
育
の
推

進

社
会
福
祉
法
人
の
連
携
・
協
働
の
促
進
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

■
社
会
福
祉
法
人
が
公
益
的
な
役
割
を
発

揮
し
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
解
決
す
る
仕

組
み
を
つ
く
り
、
協
働
し
て
実
践
し
ま
す

●  

京
都
地
域
福
祉
創
生
事
業
の
立
ち
上
げ

と
事
業
展
開

●  

京
都
府
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議

会
・
京
都
府
社
会
福
祉
施
設
協
議
会
・
各

種
別
協
議
会
、京
都
市
社
協
等
と
の
連
携

●  

各
地
域
・
法
人
・
施
設
実
践
の
見
え
る
化

■
利
用
者
の
権
利
擁
護
、
利
用
者
と
事
業

所
と
の
対
等
な
関
係
・
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す

●  

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

　  

　
事
業
者
第
三
者
委
員
の
設
置
促
進
、

機
能
の
発
揮
、
苦
情
解
決
体
制
の
確
立

　  

　
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
運
営
監

視
、
実
施
体
制
の
強
化

●  

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業

　  

　
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

等
支
援
機
構
の
事
務
局
運
営
、
事
業
の

普
及
促
進

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
、
定
着
、
育
成
の
た
め
の

総
合
的
な
事
業
の
推
進

■
社
会
福
祉
事
業
経
営
の
根
幹
で
あ
る
福

祉
・
介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
総
合
的
な

取
り
組
み
の
実
施
に
よ
り
、
安
定
的
な
福

祉
基
盤
の
確
保
を
図
り
ま
す

●  

福
祉
従
事
者
の
処
遇
改
善
・
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
支
援
事
業

平成27年度一般会計予算の概要

一般会計 実質的収支のまとめ

平
成
27
年
度

京
都
府
社
協
事
業
計
画
・
予
算

●  

福
祉
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
を
中

核
と
す
る
人
材
確
保
対
策
の
総
合
的
実

施
●  

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
対
応

す
る
保
育
人
材
確
保
事
業

●  

認
証
制
度
の
普
及
に
伴
う
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
対
応
型
研
修
課
程
の
充
実
、
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
等
の
実
施
、

研
修
体
系
の
再
編
整
備

「
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
」と「
被
災
者
・
被
災
地
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
活
動
」の
推
進

■「
防
災
・
減
災
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
は
、
被
災
者
・
被
災
地
主
体
の

活
動
を
支
援
し
、
一
日
も
早
い
生
活
の
復

旧
・
復
興
を
め
ざ
し
ま
す

●  

災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮
者
支
援
活
動

の
推
進

　  

　
京
都
府
、
京
都
府
災
害
時
要
配
慮
者

避
難
支
援
セ
ン
タ
ー
、
京
都
府
民
生
児

童
委
員
協
議
会
と
連
携
し
、
要
配
慮
者

支
援
の
体
系
的
な
取
組
み
を
め
ざ
す
。

　  

　
高
齢
者
や
障
害
者
、
子
ど
も
、
難
病

の
人
な
ど
、
い
わ
ゆ
る「
災
害
弱
者
」の

支
援
を
は
じ
め
、
被
災
者
の
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
課
題
へ
の
相
談
援
助
活
動
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
。

●  

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

支
援

　  

　
市
町
村
に
お
け
る
連
携
と
協
働
の
場

づ
く
り（
常
設
型
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
）設
置
促
進

　  

　
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

事
務
局
と
し
て
、
多
様
な
団
体
と
の
広

域
的
連
携
の
促
進

幅
広
い
協
働
に
よ
る
事
業
展
開

■
社
会
的
孤
立
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

福
祉
課
題
を
可
視
化
さ
せ
、
新
た
な
枠
組

み
を
提
示
す
る
な
ど
福
祉
分
野
を
超
え
た

多
様
な
団
体
や
機
関
の
参
画
を
促
し
、
解

決
に
向
け
た
歩
み
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
ま

す●  

関
係
団
体
と
の
連
携
促
進

●  

企
業
、
経
済
界
と
の
連
携
・
協
働
事
業

の
推
進

●  

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強

化
●  

京
都
府
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
京
都

府
共
同
募
金
会
と
の
連
携

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
第
4
次
中
期
計
画（
Ｈ
27
〜
31
）」を
策
定
し
、

平
成
27
年
度
は
そ
の
初
年
度
と
し
て
、

次
の
5
つ
の
事
業
展
開
の
柱
に
そ
っ
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

会費収入
2.6％
寄付金収入
0.3％

府補助金収入
33.9％

受託金収入
43.5％

共同募金収入
1.5％

事業収入
12.3％

負担金収入
2.9％

受取利息収入
2.0％

その他収入
1.0％

人件費支出
37.5％

事業費支出
53.8％

事務費支出
2.2％

助成金支出
4.2％

負担金支出
0.2％

その他支出
2.1％

当初予算額 前年予算額 増減

事業収入 577,279 539,911 37,368

事業支出 576,475 537,668 38,807

事業差額 804 2,243 △1,439

その他収入 80 0 80

その他支出 72 50 22

その他差額 8 △50 58

当期収支差額 812 2,193 △1,381

前期末残高 68,157 32,962 35,195

当期末残高 68,969 35,155 33,814

※ 民間社会福祉施設整備資金貸付事業にかかる収支等を
除く実質的な収支

（単位：千円）

収入内訳支出内訳

重
点
事
業

3 京都の福祉　vol.546 2京都の福祉　vol.546



　
平
成
25
年
度
に
実
施
し
た【
保

育
士
の
確
保
・
潜
在
保
育
士
の
再

就
職
支
援
に
向
け
た
実
態
調
査
報

告
書
】に
よ
る
と「
保
育
所
の
運

営
・
経
営
の
課
題
点
」に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
京
都
府
内

1
5
7
の
保
育
園
中
1
2
2
の
保

育
園（
77
％
）が「
保
育
士
の
確
保
」

が
課
題
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
ま

す（
図
１
参
照
）。

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
26

年
度
は
一
般
社
団
法
人 

京
都
府

保
育
協
会
や
京
都
労
働
局
と
と
も

に
、
保
育
園
就
職
面
接
会
を
５
回

開
催
し
、
求
職
者
と
求
人
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
み
ま
し
た
。
京
都
府
全
域
面
接

会
を
１
回
と
地
域
別
面
接
会
を
４

回
行
い
、
参
加
求
職
者
の
２
割
が

内
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
保
育
園
就
職
面
接
会
で
は
求
職

者
と
採
用
担
当
者
が
相
互
に
話
し

合
う
場
を
設
け
、
後
日
、
希
望
者

の
み
正
式
な
面
接
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
就
労
し
て
か
ら
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
な
く
な
り
、
長
く
勤
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
は
、
保
育
園
就
職

面
接
会
を
計
５
回
開
催
し
た
こ
と

も
あ
り
、
採
用
率
が
8
ポ
イ
ン
ト

上
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ポ
イ

ン
ト
の
上
昇
だ
け
で
な
く
、
保
育

の
保
育
園（
87
％
）が「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
を
図
っ
て

い
る
」と
回
答
し
て
い
ま
す（
図
２

参
照
）。
職
員
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
長
く
就
労
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
保
育
園

が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
保
育
の
技
能
向
上
研
修
は
、
保

育
種
別
団
体
等
で
も
毎
年
数
多
く

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
京
都
府

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
人
材
定
着
」に
着
目
し
、
コ
ー
チ

ン
グ
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
研
修
は
、
成
長
を
促
す
指
導
方

法
を
学
び
、「
失
敗
は
成
功
の
チ
ャ

ン
ス
」で
あ
る
こ
と
を
新
人
保
育

士
も
ベ
テ
ラ
ン
保
育
士
も
理
解
し
、

と
も
に
成
長
す
る
こ
と
を
目
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
社
会
人
と
し
て
必
要

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

身
に
付
け
、
職
員
同
士
が
結
束
を

深
め
る
研
修
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
重
要
な
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
職
場
に
お
け
る

円
滑
な
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
、

コ
ー
チ
ン
グ
の
知
識
と
心
得
を
学

び
、保
育
士
と
し
て
必
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
て
い

く
こ
と
を
目
的
に「
人
材
定
着
支

援
研
修
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
前
出
し
た
報
告
書
に
よ
る
と
、

各
保
育
園
に
お
け
る
人
材
定
着
対

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
1
3
7

士
資
格
保
有
求
職
者
数
を
更
に
増

加
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課

題
で
す
。

　
京
都
府
内
保
育
園
に
は
、
保
育

園
就
職
面
接
会
等
の
開
催
に
よ
り
、

２
年
の
歳
月
を
か
け
て
当
セ
ン

タ
ー
の
存
在
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。（
平
成
26
年
度
保
育
園
就

職
面
接
会
参
加
の
46
法
人
中
22
法

人
が
未
登
録
法
人
で
し
た
。）し
か

し
、
潜
在
化
さ
れ
た
求
職
者
へ
の

周
知
が
不
十
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

求
人
と
求
職
が
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
な

ら
な
い
た
め
に
も
、
多
く
の
方
に

求
職
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
平
成
27
年
度
は
、

簡
易
登
録
用
紙
を
作
成
し
、
各
保

育
園
に
設
置
し
て
も
ら
う
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
保
育
園
を
退

職
さ
れ
る
際
の
手
続
き
の
一
つ
と

し
て
、
今
後
も
京
都
府
内
保
育
園

で
就
労
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
簡

易
登
録
用
紙
を
当
セ
ン
タ
ー
に
送

付
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
保
育
士
資
格
保
有
者
の
潜

在
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
育
士
の
確
保
が
全
国
的
に
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
京
都
府

保
育
協
会
を
は
じ
め
、
保
育
関
係

団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
保
育

士
資
格
保
有
者
が
再
就
職
先
に
保

育
職
場
を
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

継
続
的
な
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

京都府内の保育士の
確保・定着にむけて

　近年、保育士の確保は全国的にも急務の課題ですが、この京都でも求人と求職のミス
マッチや処遇問題などで、保育士の確保は極めて厳しい状況にあります。このような
中、京都府福祉人材・研修センターでは、京都府の委託を受けて「保育人材の確保、育
成、定着に係る事業」を実施し、「保育人材マッチング支援センター」として、保育園へ
の就業相談や人材の安定的な確保、定着支援の取り組みを進めています。

京都府保育人材マッチング支援センターの取り組みより
～保育士確保を目指した取り組みから見えてきた課題と今後の方向性～

保育士資格保有求職者採用者

保育士資格保有求職者 採用者
平成
25年度

195人 32人
（採用率16％）

平成
26年度

237人
（昨年比121％）

59人
（採用率24％）

図2　定着対策の取り組みについて　※複数回答有

0 20 40 60 80 100

業務改善や効率化などによる
働きやすい職場づくり

経営者・管理者・職員が経営方針、
保育方針を共有する機会を設けている

福利厚生を充実させ、
職場内の交流を深めている

職場内の仕事上のコミュニケーションの
円滑化を図っている

（％）

就
労
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
軽
減

保
育
士
の
潜
在
化
防
止

京
都
府
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
の

活
用
を

コ
ー
チ
ン
グ
術
を
学
び
、

人
材
定
着
U
P

リスクマネジメント

経営（財政）一般

人事・労務管理
（職員処遇）

保育士の確保

（％）
0 20 40 60 80

図1　保育所の運営・経営の課題点について　※複数回答有

就職フェア（求職者とリズム遊び）
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京都府社会福祉法人経営者協議会
こんなとき、どうします？Q&A経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー経営相談コーナー

　
私
が
介
護
の
仕
事
を
は
じ
め
よ
う

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
自
分
自
身

が
す
ご
く
お
じ
い
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
自
身
の
祖
父
母
の

介
護
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
心
残
り

だ
っ
た
の
で
、
ご
年
配
の
方
と
関
わ

り
た
い
、
お
話
を
し
た
い
と
い
う
強

い
気
持
ち
か
ら
介
護
の
道
を
選
び
ま

し
た
。

　
介
護
職
の
仕
事
に
は
や
り
が
い
を

感
じ
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
利
用
者

様
か
ら
学
ぶ
事
が
多
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
が
ま
だ
小
さ

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
夜
勤
の
あ
る

介
護
の
仕
事
は
家
庭
と
の
両
立
が
厳

し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
福
祉
の
現
場
で
働
き
た
い
気
持
ち

が
あ
り
、
介
護
職
か
ら
相
談
員
の
仕

事
に
か
わ
り
ま
し
た
。

　
相
談
員
の
仕
事
を
し
て
い
る
頃
に

小
規
模
多
機
能
と
い
う
新
し
い
タ
イ

プ
の
施
設
を
知
り
、「
や
ま
ぶ
き
」に

入
職
し
ま
し
た
。
利
用
者
様
と
近
い

距
離
で
24
時
間
の
生
活
を
支
え
る
こ

と
の
出
来
る
施
設
で
す
。「
や
ま
ぶ

き
」で
は
利
用
者
様
一
人
一
人
や
ご

家
族
の
事
も
気
に
掛
け
る
こ
と
が
で

き
、
小
さ
な
変
化
に
も
気
付
け
、
身

近
な
存
在
で
寄
り
添
っ
て
仕
事
を
し

て
い
け
る
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
間
は
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
に
席
を
置
き
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
っ
た
目
線
で
利
用
者
様
と
関
わ
る

こ
と
が
出
来
る
と
共
に
、
他
事
業
所

様
と
の
連
携
の
大
切
さ
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
、
大
変
良
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
度
、
綾
部
市
岡
町
に
新
し
く

ふ
き
の
と
う
の
小
規
模
多
機
能
施
設

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
自
分
の
今
ま

で
の
介
護
職
人
生
で
学
ん
だ
沢
山
の

こ
と
を
生
か
し
て
、
よ
り
よ
い
施
設

に
な
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
只
今
、
心
を
込
め
て
準
備
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
と
の
お

出
会
い
を
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

●はっとり もとこ
施　設　名：特定非営利活動法人　ふきのとう　ふきのとう居宅介護支援事業所
事業所住所：綾部市睦寄町下河原15番地
HP／URL：http://npo-fukinotou.Jimdo.com/
TEL.0773-55-0570　FAX.0773-55-0574
職　　　種：介護支援専門員
経 験 年 数：12年
▶好きな言葉：誠実
▶夢中になっている事：  カフェ巡り

服部 基子さん

夢中！ 熱中！

ふくしびと

介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
他
事
業
と
の

〝
連
携
〞の
大
切
さ
を
学
ぶ

だから続けたい この仕事

福祉の現場で働く人た
ちの熱い想

い・メッセージを伝え
るコーナーで

す。京都府内で “熱い福祉
”を “夢

中” で実践している方々に
スポッ

トをあてて、元気や楽
しさ、やりが

いを “生” の声でお届けし
ます。

事前のミーティ
ングも大事

大量の出費等がこの先予想される中で、今後どのような事業展開を考えたら良いですか。
　●３～５年後の施設運営の見通し　　●大型設備（空調機器 等）の更新計画
　●耐震に向けた増改築の実施

Q
施設・設備の改修及び増設、介護／障害福祉サービス報酬の改定による減額部分の発生、少子
化による定員割れの発生など、福祉事業の業態は決して安定に推移するとはいえません。中長
期的な経営計画を立案しましょう。

A

TEL・FAX 075-252-6301
E-mail keiei@kyoshakyo.or.jp
開設時間 月・水・金　10時～ 17時
 火・木　　　10時～16時

福祉施設経営相談室 経営者の皆様へ 　社会福祉法人新会計基準への移行をはじめ、法改正による
職員処遇の見直しの必要性が色々と発生しております。規則・規程の改定や
“先”を見据えた安定経営のための方策が、今後必要となってまいります。
　経営に関する疑問・相談がありましたら何でも「経営相談室」にご相談くだ
さい。インテーク相談は「無料」です。

●  まず「経営分析」を行い現状の状態を見据えて中長
期計画を策定し、それにより経営を見直す事がで
きます。
　〈経営分析でわかること〉
　① 現状の問題点の認識
　② 経営の傾向の把握
　③ 改善点の集約

●  「経営分析」の方法
１．   直近３カ年の〔事業計画書〕・〔事業報告書〕・〔予

算書〕・〔決算書〕を提示いただく。
２． 上記に基づき
　  　① 収益性、② 安全性、③ 成長性、④ 生産性、
⑤ 財政状態、⑥ 経営効率、⑦ 同業（業種・規模）
比較を基に経営分析を行い、事業の方向性をお示
しいたします。

今日も笑顔で

介護職人生で学んだことを生かして
新たな施設づくりに頑張ります
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●  「京都の福祉」へのご意見、ご感想、とりあげてほしいテーマなどをお寄せください。
表紙の写真も募集中です。（テーマ「笑顔」）

●  本会へのご意見等は、下記URLの「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。
http://www.kyoshakyo.or.jp 本紙は、共同募金の配分金に

よってつくられています。京都府社協 検索

施設の新築や増改築を考えておられる
社会福祉法人の皆さまへ

京都府社協では低利による
融資を行っています

　本会では、京都府内（京都市を除く）
の社会福祉法人に対し、「施設整備等融
資金貸付事業」を行っています。貸付対
象事業には次のようなものがあります。
●  社会福祉施設の新設や増築費用
●  社会福祉施設の修繕や改築費用
●  固定設備や屋外設備、器具等備品の

整備費用
●  施設の新設等を行うための土地取得
費用

●  （独）福祉医療機構の貸付金や地方公
共団体の補助金が交付されるまでの
つなぎ資金

　貸付限度額は５千万円（特養のみ
１億円）、償還期間は10年以内で、貸付
利率は、（独）福祉医療機構の貸付利率
を適用しています。なお、この融資金
は（独）福祉医療機構と併せて借入する

ことが可能です。貸付事例として、保
育園舎の耐震化に向けた改築やグルー
プホームの増築、設備の老朽化に伴う
取替工事等への貸付があり、これまで
に60以上の社会福祉施設にご利用い
ただいています。詳しくは、本会ホー
ムページ（市町村社協・福祉事業者の方
へ）をご覧いただくか、本会までお気軽
にご相談ください。
TEL.075-252-6291

案内

Information京都府社会福祉協議会からのお知らせ

TopicsTopicsTopicsトピックス

　近年、生活困窮や社会的孤立を背景として地域住民のな
かに様々な生活課題が広がっています。これらの解決には
個々の課題解決と「誰も排除しない、誰もが地域と関わりを
持ち、社会参加ができるような地域づくり」の２つの側面か
らの解決が必要になります。この研修では、ワークショッ
プ（ロールプレイ）を通して「コンフリクト（知らないことか
らくる反感）に対してどのように住民の合意を形成するの
か」「排除から当事者の盾となる人（寄り添える人）をどう育
てるか」について学びました。

多様な価値とうまく付きあう
　はじめに講師でありプログラム作成にも携わられた首都
大学東京の室田信一准教授は、コンフリクトをなくすこと
は現実的に不可能であるという考えから、大切な視点・価
値観として「多様な価値の尊重」「コンフリクトと上手に付
きあう」「地域の力動の理解」の３つをあげられました。そ
の後、ワークショップに入り、ワーカー役、住民役を各グ
ループで決め、役作りなどを行った後、「住民の声を聴きな
がら分かりあえる場をつくる手法」について体験的に学び
ました。終了後のふりかえりで、参加者からは「今まで目を
そむけてきた問題に真正面から考えられた」（障害事業所職

員）、「ワーカーとしてブレない立場をとることが大切。少
数意見を切り捨てない、変えることが重要だと感じた」（地
域包括職員）、「コンフリクトが生じた時にしんどいと思う
のではなく、チャンスだと思って」（社協職員）など大きな
反響がありました。

サイレント・プア（声なき貧困）からの脱却
　NHKで昨年放映された「サイレント・プア」は、住民の
なかの社会的孤立の問題を取り上げ、社会福祉関係者のみ
ならず多くの府民から反響がありました。このドラマで取
り上げられた「サイレント・プア＝声なき貧困」は、地域の
様々な「コンフリクト」のなかで、自ら発信することが難し
い人たちの「生きづらさ」をテーマにしていました。このド
ラマでも語られていたように、専門職は地域住民の皆さん
と協働していかねばなりません。
　本会においても第４次中期計画において、「社会的孤立と
生活困窮者支援の一体的推進」を重点テーマの１つとして
掲げ、社会的孤立を見逃さない地域づくり（地域支援）の一
環として「社会的包摂をめざす福祉教育」の展開を計画して
います。今後とも、専門職・地域住民の皆さんとの協働で
地域のなかでの福祉教育を進めていきます。

真剣な議論が飛び交った福祉教育実践講座のワークショップ
「いやーそんなこと言われても反対です」「施設建設には反対しないけど隣
町でやってもらえれば…」など刺激的な言葉が飛び交う会場。参加者の姿は
真剣そのもの。これは、全国社会福祉協議会との共催で平成27年3月11日
に開催した「平成26年度福祉教育実践講座　地域のなかで住民の多様な価
値観を活かす福祉教育～社会的包摂にむけた福祉教育を創造する～」のワ
ンシーン。
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